
地域再生プロジェクト計画書 

実施主体名（市町村名） 上砂川町 単一実施・広域実施 

 

地域再生プロジェクト名 子育て・教育支援プロジェクト プロジェクトの期間 平成２３年度～平成２４年度 
事業

区分
新規・継続 

格差の分野 

□社会構造の格差   □地域経済の格差 

□地方行財政の格差  ■医療･福祉の格差 

□その他の格差（          ）

地域経済の格差を客観的に比較する選択指標 

[□ 一人当たり課税所得 □ 完全失業率  □ 観光入込客数 ] 

医療・福祉の格差を客観的に比較する選択指標 

[■ 少子化率 □ 医師・歯科医師数 □ 医療・福祉就業者数 ] 

是正を目指す地域格差の状況 
  少子化率    ・当該市町村 9.54％

 （平成 17 年度 ） ・全道の平均 12.78％

          ・当該市町村     

 （      ） ・全道の平均     

          ・当該市町村   

 （      ） ・全道の平均   

地域重点プロジェクトとの 

関連性 

■ 該 当 

□ 非 該 当 

◆地域重点プロジェクト名 

「炭鉱(やま)の記憶」で地域づくり

◆主な取組 多様な主体の参画によるまち力・市民力の向上 

○ 多様な主体が地域づくりに参画するためのシステムを構築 

地域再生プロジェクトの 

目標 

（地域の現状・課題） 
本町は、開町以来石炭産業とともに発展してきたが、国のエネルギー政策の転換により唯一の基幹産業であった炭鉱の閉山後、

雇用の場を失った若年層が職を求めて町外へと転出したことにより、人口減少と少子高齢化が急激に進んでいる。 
 このまま人口減少が続くと、集落の活力低下及び地域経済の停滞が懸念される。 

（プロジェクトの目標） 

 昨年の子育て・教育支援事業に加え、中央地区にキッズルームを備えた公営住宅を建設したことにより、町外より子育て家庭 

5 世帯の転入があった。 

 今年度については、昨年のフォローアップ会議などの意見を反映し、子ども会育成協や老人クラブで構成する「子育てネット

ワーク会議」が中心となり、地域・家庭・行政が連携し、子育てを安心して行える総合的な支援を実施することにより、「上砂川で

子どもを産み育てよう」と子育て家庭及び若年層家庭の転入を促すとともに、総合計画の基本構想である「生涯にわたり安心して

暮らせるまち」の実現により、地域活性化を目標とする。 

期待される効果（指標） 

設定目標（項目） 
現状値 

（平成○○年） 

支援期間終了後の成果目標

（平成○○年） 

将来的な成果目標 

（概ね５年後） 

少子化率 9.54％（平成 17 年度） 9.7％（平成 24 年度） 9.9％（平成 28 年度） 

心理判定員による相談数 18 人（平成 22 年度） 25 人（平成 24 年度） 28 人（平成 28 年度） 

標準学力テスト 

(全国を 100 とした割合) 

小学校 83.9％(平成 23 年度) 

中学校 67.9％(平成 23 年度) 

小学校 86％(平成 24 年度) 

中学校 70％(平成 24 年度) 

小学校 88％(平成 28 年度) 

中学校 72％(平成 28 年度) 

 

別記第 1号様式



地域再生プロジェクトの展開 

■住民・民間団体等との協働又は広域連携（地域の多様な主体の参画、連携・協働、地域相互の連携・補完等） 

 ・地域再生プロジェクトの企画立案段階における連携（地域意見の把握方法など） 

 子ども会育成協や PTA、老人クラブなどの関係団体で構成する「子育て支援ネットワーク会議」において子育て家庭が求めるニーズの把握としてアンケ

ート調査の実施に伴う結果や地域ぐるみで学校運営を支援するボランティア組織（学校支援地域本部）などに意見聴取し、子育て支援及び教育支援に係る

町民のニーズを的確に把握し、本プロジェクトに反映させる。 

・事業実施体制の考え方（多様な主体の参画、地域相互の連携・補完） 

 「子育て支援ネットワーク会議」や「学校支援地域本部」が中心となって、町民のニーズを把握しプロジェクトに関わる具体的な事業について意見交換

を行いながらそれぞれの役割を協議し、子育て支援、教育の充実など行政サービスの向上を図る。 

■先駆性（創意工夫、新規性、類似の地域課題・地域特性を有した他地域へのモデル性） 

 近年では核家族化が進行し、三世代交流や近所付き合いが希薄になりつつあるが、本町においては 3,800 人余りの人口と炭鉱特有の「向こう３軒両隣」

の風潮により、全町民が子どもに関心を持ち、教育や子育て支援を推進している。今年度については、「おひさまル～ム」事業において老人クラブが 

主体となり、これまでの経験や知恵を子育て世代へ継承する事業や保育園児と老人が切り紙で交流する事業など、子育て支援と高齢者の生きがいを両立

する三世代交流を行う。 

このことにより、全町民による子育て・教育支援をさらに推進するものである。 

■優位性（地域の資源・資産の有効活用、他の分野への波及効果） 

 本プロジェクトは「子育てネットワーク会議」及び「学校支援地域本部」が行政との連携により、各関係機関が主体的に事業展開を進めるスキームが

構築され、子育て・教育支援が地域に根付き、将来を担う子どもの育成に全町民が携わることになる。また、今年度については、町内唯一の保育園にお

いて「子育てネットワーク会議」委員が参画し、保育園児における就学準備時間として、小学校生活に即応できるよう基礎的な学力等の向上を図る教育

支援を実施することとしている。 

 このことにより、町総合計画に掲げる目指す町の将来像「生涯にわたり安心して暮らせるまち」の実現に寄与するとともに、人口減少や少子高齢化な

ど町が抱える課題解決に繋がるものである。 

■継続性（支援期間終了後における地域再生プロジェクトの展開） 

 ・事業の実施主体について 

 このプロジェクトの実施により子育て・教育支援のスキームが確立することから、「子育て支援ネットワーク会議」及び「学校支援地域本部」と連携

し、さらに住民ニーズに対応すべく今後も継続的に町が主体となりプロジェクトを実施する。 

・財源の考え方について 

 一般財源により事業を進める。 



地域再生プロジェクトの実施計画 

No 事業名等 事業概要 
年次別実施計画 

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度 

1 

事 業 名 育児用品購入費助成事業 
（事業概要）  ■育児用品購入券贈呈 

 出生時に贈呈 10 件 

 50,000 円×10 件 

 ＝500,000 円 

 ※利用金額 352 千円 

 

■育児用品購入券贈呈 

・1 歳到達時に贈呈 10 件 

 50,000 円×10 件 

 ＝500,000 円 

・出生時に贈呈 16 件 

 50,000 円×16 件 

 ＝800,000 円 

■購入品希望調査 

 子育て家庭における購入

品希望調査を行い、町内商

店で購入できるよう、利便

性を促進する。 

 出産後の育児用品の購入に対
する助成で、経済的負担を軽減す
る。 
育児用品購入券 100 千円（出生

時 50 千円、1歳誕生時 50 千円）

実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■育児用品購入券贈呈 

 ■購入品希望調査 

 ■ 

事 業 費 

平成２３年度 396

平成２４年度 1,300

計 1,696

2 

事 業 名 
心理判定員による子育て相談
事業 

（事業概要）  ■心理判定員による指導・相

談 

隔月で行われる乳幼児健診

時に心理判定員による子育

て相談の実施 

年 6 回（相談数：24 人） 

■心理判定員による指導・

相談 

隔月で行われる乳幼児健

診時に心理判定員による

子育て相談の実施 

年 6 回（相談予定数：25

人） 

 子どもの心の成長や子育ての

悩みなど心理判定員により指導

相談。 
実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■心理判定員による指導・相談 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 90

平成２４年度 90

計 180

3 

事 業 名 おひさまルーム事業 
（事業概要） ■おひさまルーム事業の実

施 

子育て交流室において就学

前の親子を対象に人形芝居

や高齢者とのふれあいなど

親子で楽しめる事業を実施。

（年間 24 回） 

■おひさまルーム事業の実

施 

・保育園児との交流 

・人形芝居鑑賞 

・鶉本町女性部による本の読

み聞かせ 

・子育て相談 など 

（年間 24 回） 

■おひさまルーム事業の実

施 

・老人クラブとの交流 

 （全 8回） 

・陶芸教室 

・野菜ソムリエ教室 

・小学生との交流 

・子育て相談 

（年間 24 回） 

 保育園に子育て交流室を整備し子

育て家庭の不安解消や孤立防止に係

る事業を実施。 実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 □新規 ■既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■おひさまルーム事業の実施 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 189

平成２４年度 212

計 401

計 事 業 費 

平成○○年度     

平成○○年度 

計 



 

地域再生プロジェクトの実施計画 

No 事業名等 事業概要 
年次別実施計画 

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度 

4 

事 業 名 
児童館拡充（開館時間延長）
事業 

（事業概要）  ■児童館開館時間の延長 

開館時間 

・平日 13:00～17:30 

  →13:00～18:00 

・土曜、学校休校日 

   10:00～17:30 

  →8:00～18:00 

に変更 

■児童館開館時間の延長 

開館時間 

・平日 13:00～18:00 

・土曜、学校休校日 

   8:00～18:00 

■児童厚生員の増員 

 開館時間延長に伴い、利

用者が増加したため、児童

厚生員を 1 名増員し、子ど

もの安全確保を図る。 

 児童館開館時間を延長する。 

実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■児童館開館時間の延長 

 ■児童厚生員の増員 

■ 

事 業 費 

平成２３年度 86

平成２４年度 30

計 116

5 

事 業 名 
学童クラブ絵本でコッコロ事
業 

（事業概要）  ■学童クラブ事業の実施 

幼児や小学生を対象に絵本

の読み聞かせ、お菓子作り教

室等を実施 

・ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｫﾄｽﾀﾝﾄﾞ作り 

・上砂川アート展への参加 

・ﾊﾟﾗﾊﾟﾗ絵本作成 など 

16 回（173 人） 

■学童クラブ事業の実施 

幼児や小学生を対象に絵本

の読み聞かせ、お菓子作り

教室等を実施 

・牛乳パックでﾖｰﾖｰ作り 

・おひさまル～ムと交流事

業 

・地域高齢者による本の読

み聞かせ  など 

21 回実施予定 

 公民館において読み聞かせ、お

菓子づくり教室等を実施。 
実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■学童クラブ事業の実施 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 20

平成２４年度 38

計 58

6 

事 業 名 全国標準学力検査事業 
（事業概要）  ■学力検査の実施 

小学生 2～6年生 

（国語、算数） 

中学生 1～3年生 

（国語、数学、理科、社会、

英語） 

年 1回実施 

■学力検査の実施 

小学生 2～6年生 

（国語、算数） 

中学生 1～3年生 

（国語、数学、理科、社会、

英語） 

年 1回実施 

■分析、指導計画の策定 

 分析結果に基づき弱点教

科の指導強化 

 小学校２～６年生、中学生全学年

において学力検査を行う。 
実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■学力検査の実施 

 ■分析、指導計画の策定 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 216

平成２４年度 212

計 428

計 事 業 費 

平成○○年度     

平成○○年度 

計 



 

地域再生プロジェクトの実施計画 

No 事業名等 事業概要 
年次別実施計画 

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度 

7 

事 業 名 芸術鑑賞事業 
（事業概要）  ■芸術鑑賞の実施 

小学校（劇団風の子） 

「おさな星のうたたね」 

年 1回（参加：153 人） 

中学校（歌手） 

「白川玲名」ミニライブ 

年 1 回（参加者：97 人） 

■芸術鑑賞の実施 

小学校 年 1 回 

中学校 年 1 回 

事業内容：調整中 

 質の高い文化に触れることに
より情操を養い、自主性を育む事
業として、特に中学生において
は、学校祭企画の一部として、自
ら考え立案する事業を実施。 

実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■芸術鑑賞の実施 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 380

平成２４年度 380

計 760

8 

事 業 名 小中学校給食費助成事業 
（事業概要）  ■給食費助成事業 

給食に係るパンと米飯の

加工費を助成することによ

り保護者負担を軽減。 

■給食費助成事業 

給食に係るパンと米飯の加

工費を助成することにより

保護者負担を軽減。 

 給食に係るパンと米飯の加工費を

助成することにより保護者負担を軽

減。 実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■給食費助成事業 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 770

平成２４年度 815

計 1,585

9 

事 業 名 中学生以下医療費助成事業 
（事業概要）  ■医療費の全額助成 

 町内の医療機関で受診す

る際の医療費を全額助成。 

医科 159,245 円 

歯科 246,255 円 

計  405,500 円 

■医療費の全額助成 

 町内の医療機関で受診す

る際の医療費を全額助

成。 

 中学生以下の医療費について町内

医療機関に限り、自己負担分を助成。
実施期間 平成２３年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■医療費の全額助成 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 406

平成２４年度 455

計 861

計 事 業 費 

平成２３年度     

平成２４年度 

計 



 

地域再生プロジェクトの実施計画 

No 事業名等 事業概要 
年次別実施計画 

これまでの実績 平成２３年度 平成２４年度 

10 

事 業 名 保育園児ステップアップ事業
（事業概要）   ■ステップアップ事業 

（事業の目標） 

・ひらがなを読める。 

・1 から 100 までの数字を

言える。 

・名前をひらがなで書け

る。 

・人の話をおとなしく聞け

る 

 町内唯一の保育園の年長児クラス

で小学校生活に即応できるよう学習

時間を設定 実施期間 平成２４年度～平成２４年度 

実施主体 町 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■ステップアップ事業 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 

平成２４年度 100

計 100

11 

事 業 名  
    

 

実施期間 平成○○年度～平成○○年度 

実施主体  

事業区分 □新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 □補助  ■ 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 

平成２４年度 

計 

12 

事 業 名  
    

 

実施期間 平成○○年度～平成○○年度 

実施主体  

事業区分 □新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 □補助  ■ 

 ■ 

 ■ 
事 業 費 

平成２３年度 

平成２４年度 

計 

計 事 業 費 

平成２３年度 2,553     

平成２４年度 3,632

計 6,185

 


